
平
成
十
九
年
九
月
十
二
日
提
出

質

問

第

一

四

号

大
使
公
邸
に
勤
務
す
る
公
邸
料
理
人
に
対
す
る
称
号
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男

14



大
使
公
邸
に
勤
務
す
る
公
邸
料
理
人
に
対
す
る
称
号
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

二
〇
〇
七
年
九
月
九
日
の
新
聞
に
お
い
て
、
外
務
省
が
大
使
公
邸
に
勤
務
す
る
料
理
人
（
以
下
、
「
公
邸
料
理
人
」
と
い

う
。
）
に
「
食
の
大
使
」
や
「
味
の
外
交
官
」
な
ど
の
称
号
を
与
え
る
方
針
を
固
め
、
具
体
名
の
検
討
に
入
っ
た
と
の
報
道

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
右
は
事
実
か
。

二

一
が
事
実
な
ら
ば
、
一
を
決
定
す
る
に
至
っ
た
決
裁
書
は
作
成
さ
れ
て
い
る
か
。
こ
の
決
裁
書
に
秘
密
指
定
は
な
さ
れ
て

い
る
か
。

三

一
の
事
案
を
担
当
す
る
外
務
省
の
担
当
部
局
及
び
部
局
長
の
任
に
就
く
人
物
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

一
の
報
道
に
よ
る
と
、
「
公
邸
料
理
人
」
の
給
与
は
大
使
の
裁
量
に
任
さ
れ
て
お
り
、
外
務
省
か
ら
は
最
大
で
月
額
十
六

万
円
の
補
助
が
な
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
「
公
邸
料
理
人
」
の
給
与
の
補
助
に
必
要
な
経
費
と
し
て
、
毎
年
度

ど
れ
だ
け
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

「
公
邸
料
理
人
」
に
称
号
を
与
え
る
際
、
称
号
の
他
に
何
ら
か
の
金
品
や
物
品
が
付
与
さ
れ
る
か
。
付
与
さ
れ
る
の
な
ら

ば
、
そ
の
法
令
上
の
根
拠
及
び
そ
れ
に
か
か
る
費
用
の
額
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
い
。

六

「
公
邸
料
理
人
」
が
提
供
す
る
和
食
を
は
じ
め
と
す
る
料
理
の
水
準
が
、
我
が
国
の
国
益
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る

一



か
。
外
務
省
の
認
識
如
何
。

七

「
公
邸
料
理
人
」
に
対
し
て
公
的
に
何
ら
か
の
称
号
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
が
、
具
体
的
に
我
が
国
の
国
益
に
ど
の
よ
う
な

形
で
資
す
る
と
外
務
省
は
認
識
し
て
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


